
ははじじめめにに

本社ブロック常議員の赤松です。去る２００２年

７月７日より１１日の５日間、IMF-JC（金属労

協）関西地区連絡会が主催するベトナム・タイ

労働事情視察に参加させて頂きました。５日間

という短い期間ではありましたが、この視察団

に参加させて頂いた内容について報告させて頂

きます。

惨惨劇劇をを乗乗りり越越ええてて
急急成成長長をを続続けけるるベベトトナナムム

最初に訪問した「ベトナム社会主義人民共和

国」は、人口約７，７００万人で、国土はインドシ

ナ半島の東半分を占め、日本からは直行便で約

６時間、時差は日本よりマイナス２時間の国で

す。気候は国土が南北に約１，６５０㎞と長いため

北部、中部、南部と地域により異なりますが、

今回の訪問先である南部のホーチミン市（旧サ

イゴン市）は雨期と乾期があり、年間を通して

平均気温が２６℃～２８℃と高く、熱帯モンスーン

気候に属します。私が７月に訪問した際はちょ

うど雨期の最中で、日本の梅雨のような「じめ

じめ感」は無いものの非常に湿気が高く蒸し暑

い季節でした。

歴史を見ますと、ベトナムは古くから様々な

国に翻弄された苦い過去を持っており、１８５８年

からフランスにより始まった植民地化政策は、

その後の「インドシナ戦争～ベトナム戦争」を

引き起こし、１９７５年のベトナム戦争終結までの

約１世紀近くにわたって、ベトナム全土で多大

な犠牲を払うこととなりました。

とくに１９６５年にアメリカ軍が介入してから

の、国家を南北に二分した戦争は、当時の米ソ

冷戦の代理戦争とも言われ、その戦禍の中で繰

り広げられた数々の惨劇はいまも世界中の人々

の記憶に深く残っています。

その後、１９７５年にベトナム戦争が終結し、社

会主義国家として南北の統一を果たしました

が、国内政治が安定せず１９８０年代前半までは多

くの経済難民を生み出すなど、貧困にあえぎな

がら多くの難問を抱える国となりました。
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しかし、１９８６年に中国の改革開放政策を倣っ

た「ドイ（変わる）モイ（新しく）」政策を導

入して以降は、一転して経済発展の道を歩み初

め、ここ数年の経済成長率で見ると、１９９９年で

プラス４．６％、２０００年でプラス６．７％、さらに２００１

年ではプラス６．８％と高い成長率を記録するま

でに至っています。

経済の基本となる通貨はベトナムドン

（VND：現在１円＝約１００ドン）ですが、大都

市では、ベトナムドンの他にUSドルも多く流

通しており、観光地では日本円もある程度なら

流通します。

また、国を挙げて国内産業の振興に力を入れ

る一方、大都市ホーチミンや首都ハノイ、古都

フエなどは観光都市としても発展しつつあり、

先進諸国並みの物質的な豊かさは無いものの、

現在のベトナムは人々の活気で満ちあふれてい

るというのが訪問して最初に感じた印象でし

た。

三三洋洋ホホーームムアアププラライイアアンンスス
ベベトトナナムムココーーポポレレーーシショョンン視視察察

有数の日本企業が進出するベトナム

ホーチミンに到着して２日目に訪問した三洋

ベトナム社会主義共和国について
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ホームアプライアンスベトナムコーポレーショ

ン（以下、三洋電機と略す）はホーチミン市か

らバスで１時間ほど走ったビエンホア第２工業

団地内にあります。このビエンホア工業団地は

かつてベトナム戦争時代にはアメリカの軍事基

地であった場所で、現在は外国の企業を誘致し、

国内産業の発展に大きく貢献している工業団地

の１つです。近隣には他の日本企業も多く、久

光製薬、富士通、日本ビクターなど日本の有名

企業が名を連ねています。

三洋電機の敷地面積は約１０万㎡と当社の播磨

製作所の敷地面積９万８０００㎡とほぼ同じで、事

業内容としては洗濯機（年間生産台数約１３万台）

と冷蔵庫（年間生産台数約５．５万台）の組み立

て生産を行っています。洗濯機はほとんどが国

内向けとして生産していますが、冷蔵庫は東南

アジアはじめアフリカ諸国への輸出向けに生産

されています。

ちなみに、ベトナムでの洗濯機の普及率は全

土で約５％、最大の都市であるホーチミン市で

約１０％となっています。全国的に電気や上下水

道のインフラが十分に整備されていないので、

あまり電気製品全体の普及率も高くありませ

ん。しかし、テレビは全土で７０～８０％の普及率

に達しており、どこの国も娯楽、情報に関して

は感心が高いのだなあと感心しました。但し、

テレビの電気は近くの公共施設や電柱から違法

に電線を引っ張っていたり、自家発電装置でま

かなっていたりと皆、それぞれに努力（�）し
ているようです。

ベトナム進出企業の悩み

工場見学の前に行われた三洋電機の日本人ス

タッフの方との懇談会では、ベトナムの日本企

業の実態など様々な話しを聞かせて頂きまし

た。日本企業からみた他のアジア諸国と比較し

てのベトナムの魅力としては、１）労働争議が

少なく労働環境が良好であること。２）政情が

安定していること。３）中国への一局集中化を

避けること。などが挙げられ、逆に問題点とし

ては、１）ベトナム国内での部品調達が困難な

こと。２）インフラが未整備であること。３）

終身雇用の概念が無く、離職率が高いこと。な
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どが挙げられ、多くの日本企業がベトナムに進

出していますが、まだまだ問題も多くあるよう

です。

懇談会は、三洋電機やベトナムのことに留ま

らず、アジア経済など様々な話題で盛り上がり、

三洋電機の方が「現在、世界人口約６０億の内、

中国とインドも含めたアジアの人口は約３２億

で、理論上は世界人口の半数以上がアジアに集

中しているという計算になる。もちろん、中台

問題やインドネシア、ミャンマーの政治不安、

印パ対立など難問も多く抱えているが、単純に

考えて人口が多いということは、それだけ様々

な需要も多く、安価な労働力も豊富で消費市場、

労働市場として今後ますます発展の可能性を秘

めており目が離せない」と熱心に語られていた

のが印象的でした。

なお、三洋電機においても現地採用者の離職

率が高く、社内で各種の教育などを行っても、

やっと戦力になりかけたところで退職し、条件

の良い他社に転職するなど、問題点も多いとの

ことです。やはりどこの国においてもそれぞれ

の風土や国民性による問題があり、企業が文化

の違う国に進出して活動することの難しさを感

じました。

賃金は日本の１／２０

懇談会の後、工場見学をさせていただきまし

た。工場は比較的きれいな屋内で、すべてライ

ンでの流れ作業となっていますが、ベルトコン

ベアのラインに人間の数が多かったのには少し

驚きました。ただ、工場内には空調が無く、私

たち日本人にはとても暑かったのですが、日本

人スタッフも含め現地の気候に慣れた方にはそ

れほどでもないとのことでした。慣れというの

はすごいものだなあと感じた次第です。

従業員約３５０名の内ほとんどが１０代後半から

２０代で、平均月収が約６０万～１００万ドン（日本

円で６，０００円～１０，０００円）程度です。ちなみに

今回の視察に現地ガイドでお世話になったガイ

ド兼通訳のロンさん（女性）は月収４００万ドン

とのことでした。どこの国も職種や経験、能力

により賃金や処遇も様々であることを感じまし

た。

なお、ベトナムでの一般労働者の賃金につい

て調べると重工業に携わる労働者の平均月収は

１２０万ドン、サービス業では４０万ドン、電子製

造業等は９０万ドンとなっています。三洋電機の

場合、会社設立がまもなく、労働者が若いため、

平均より若干低い水準になっていると考えられ

ます。

勤務時間は朝９時半から夕方１８時半までで、

隔週週休二日制を実施しており、時間外勤務割

増は１．５倍、休日出勤は２倍の割増となります。

深夜業の対象時間についても午後１０時から午前

６時と日本の法律より１時間長く、すべての企

業に適用されています。

工場見学は１時間程度で終わり、お世話にな

った現地スタッフの方々と記念写真を撮って、

三洋電機訪問は終了しました。

ババイイクク天天国国

午前中の企業訪問を終えた我々は市場視察と

いうことで、ホーチミンの市内へ足を踏み入れ

ました。市内中心部に入り、まず目に飛び込ん

できたのが大通りから裏道の路地まで、いたる

所にあふれるバイクの数です。その数は、ホー

三洋電機日本人スタッフとの懇談会
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チミン市内で約２００万台とも３００万台ともいわれ

るほど多く（ホーチミン市内の人口は約６００万

人）、信号が赤の時など、止まっているバイク

で道路が見えなくなるくらいの多さです。まさ

にバイク天国で、５０ccのミニバイクから自動二

輪まで様々な種類のバイクが２人乗り３人乗り

で、信号無視、逆走のなんでも有りの中、ノー

ヘルで命を懸けて走っています。

市民にとってバイクの新車を購入すること

は、日本で新車の自動車を購入するのと同じ程

度の感覚らしく、７００～１，０００米ドルと高価なの

で、町中を走っているほとんどのバイクが海外

から流れてきた中古品とのことでした。とくに

日本のホンダやスズキの中古バイクが多く、人

気もあるとのことです。

我々は前後左右から猛スピードで迫ってくる

バイクの波に圧倒されながら、市街地中心部に

あるベンタイン市場を訪問しました。ここは今

や観光スポットにもなるほど有名で、貴金属、

ブランド品から衣料、食料品、さらには野菜、

魚に干物と、なんでも揃っていました。隅の方

では生きた鶏をその場で絞めて吊しているとい

った光景も目にしました。平屋で薄暗い市場の

中には他人にもみくちゃにされながら、やっと

人が１人通れる程度の通路があり、日本人観光

客が多いせいか、あちこちからベトナム語にま

じって日本語の呼び込みの声が聞こえます。基

本的に定価という概念が無いため、売り手買い

手の言い値勝負で買い物に挑まねばなりませ

ん。交渉方法も初めから１品のみを目当てに根

気よく値引き交渉をする場合や、１つの店で買

う品物を１つ１つ増やしていき、少しずつ単価

を落としていくやり方など様々です。あちこち

見ているとあれやこれや面白そうなグッズがい

っぱいあったのですが、１つの店で交渉してい

るとあっという間に時間が無くなり、ほとんど

買い物はできずに終わってしまいました。

夕食後の時間を利用して、ガイドの見習いで

一緒にいたタイさん（２５才の男性）にタクシー
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でホーチミン市内を案内してもらいました。観

光地でも土産物屋でも無いごく普通の本屋や

CDショップ、屋台村のような所などを約１時

間かけて案内してもらいましたが、夜、けっこ

う遅かったにもかかわらず、どこへ行っても人

が多くて活気がある街だなあと感心しました。

ただ、ある本屋のレジ横にベトナム語で書か

れた看板とお金の入った箱があり、聞いてみる

とベトナム戦争時の枯れ葉剤の影響で生まれた

奇形児に対する救済募金箱とのことでした。あ

まり観光客が来るようなところでは無く、ベト

ナムの人々もそんなに裕福な人ばかりではない

と思うのですが、箱の中にはたくさんのお金が

入っており、それを見た時には、胸が熱くなり、

同時に戦争を引き起こした人間の罪と愚かさを

思わずにはいられませんでした。

ホホーーチチミミンンシシテティィーーのの光光とと陰陰

翌朝、市内を流れるサイゴン川の対岸にホー

チミン市民の暮らす下町があると言うので、行

ってみることになりました。約２分程のフェリ

ーで渡った先には、つい先ほどまで自分が立っ

ていたところとは、とても同じ市内とは思えな

い町がありました。そこは道路の舗装もなく、

路地裏で

軒先に並ぶ露天商

IMF-JC兵庫地区協議会海外労働事情視察ベトナム・タイを訪問して
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両側に連なる建物はどれも今にも崩れそうで、

その軒先には露天商がならび、いろいろなもの

が入り交じったにおいに強い印象を受けるそん

な所でした。わずか３００メートルほどの運河の

ような川を渡っただけで、１０年か２０年の間ずっ

と時間がとまっているのではないかと思うほど

の町並みを見て、社会主義の国でありながらも

急激な経済発展は確実に貧富の差を生み出して

いるのだとしみじみ感じた次第です。ただ、対

岸に見える市街地の高層ビルや街の発展ぶりを

見ていると、数年先には、この下町の風景も発

展とともに消えて無くなっているのかもしれな

いと、砂埃と喧騒の中でふとそんなことを感じ

ました。

ベトナムでの滞在は、「経済の発展」「発展途

上国の活気」「戦争の傷跡と愚かさ」「貧富の格

差」など普段の生活ではあまり考えないような

ことについていろいろ考えた３日間でした。個

人的にはもう少しホーチミンに滞在したかった

のですが、次の行程もあり、３日目の午後に後

ろ髪を引かれる思いで次の訪問国タイに向かい

ました。

東東南南アアジジアアのの雄雄 タタイイ

次に訪問したタイは人口約６，２４８万人で、面

積が約５１万３，０００�と日本の約１．４倍であり、国
王を戴く立憲君主制の国です。東南アジアの中

でも経済発展の進んだ国で、とくに首都バンコ

ク市内はここ数年、急激に発展しています。高

速道路が整備され、高層ビルが建ち並ぶ、日本

の都市とあまり変わらない様相をみせていま

す。１９９８年に起こったアジア金融危機の影響で

１９９８年の経済成長率はマイナス７．８％であった

ものの、翌１９９９年にはプラス４．１％、２０００年に

はプラス４．９％まで成長率を伸ばしています。

国の主要産業は繊維、自動車などを中心とした

製造業や農業、水産業が中心です。

MMMMCC（（三三菱菱自自動動車車））シシテティィポポーールル
ココーーポポレレーーシショョンン視視察察

オートメーションより人海戦術

４日目にタイのMMCシティポールコーポレ

ーション（以下、三菱自動車と略す）を訪問し

ました。場所は首都バンコクから東へ約１２０㎞、

バスで約２時間半かかるラムチャバン工業団地

内にあり、会社設立は１９６１年で４０年の歴史を持

っています。従業員数は２，３９５名でその内、日

本人スタッフは２０名程度、事業内容はタイ国内

向けおよび輸出向けの自動車やトラックの生

産、販売です。ここで作られている車種はラン

サー、デリカ、パジェロなど日本でもなじみの

車が多く、４９万５，０００㎡の広大な工場敷地内に

Ⅱ．報 告

― 8 ―



は、いくつもの製造ラインがフルで稼働してい

ます。車種により異なりますが、この工場で生

産される自動車の１／４がタイ国内向けで、残

りは海外へ輸出されるとのことでした。

初めに、工場敷地内のいくつかの製造施設を

バスで周り、工場見学をさせて頂きました。ま

ず目に付くのがどこに行っても掲げられている

安全の看板で、さすがに国を問わずメーカーは

「安全第一」であると思いました。製造につい

ては、日本の自動車メーカーの工場でよく見る

ベルトコンベア式の生産方式ですが、少し違う

のは、完全にオートメーション化されておらず、

ベトナムの三洋電機と同様、いたるところで人

の作業が入っているところです。完ぺきなロボ

ット設備を導入するより安い人件費を有効に活

用した方がコストが浮くのだそうです。安い労

働力を求めて仕事が日本から海外へ流出し、産

業の空洞化が問題視されますが、それをまざま

ざと見せつけられた様でした。流れ作業はセク

ション毎に数名のチームを組んでおり、それぞ

れがラインの上で担当の業務をこなすといった

やり方です。作業員の年令はバラバラで下は１８

才の若手からベテランまで幅広い年令層の方が

一緒に働いていました。

タイの経済は一時の危機的状況を脱し、現在

は比較的好調で、国内需要も伸びており、新車

の売れ行きも順調とのことで、既設ラインのフ

ル稼働だけでは需要に追いつかないため、我々

が見学した工場横の空き地にもう１棟工場を増

設中であり、その説明を聞いた我々視察団は皆、

羨望の眼差しで建設中の工場を眺めていまし

た。

日本の憂いはタイの・・・

ひととおり工場内を案内してもらった後、引

き続いて事務所会議室で三菱自動車の方々との

出荷待ちのエンジンの前で

IMF-JC兵庫地区協議会海外労働事情視察ベトナム・タイを訪問して

人海戦術が残る生産ライン
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懇談会を行いました。ここでは日本人スタッフ

だけではなくタイ人従業員の労働組合幹部の

方々も一緒に参加し、活発な意見交換が行われ

ました。とくに、現地従業員の労働組合幹部の

方は日本の労使関係について非常に関心を持っ

ており、賃金交渉の仕方や各社の諸制度などに

ついて我々がたじたじとなるほど様々な質問を

受けました。中でも、現在の日本の労使関係で

最も重要な案件は何かと言う質問に対して、

我々日本側から「雇用の確保」であると答え、

「仕事が海外へ流出し日本国内の産業が空洞化

しつつあることも問題だ」とポロッと出てしま

った回答には、現地従業員の組合幹部の方々か

らは苦笑いが起こる一場面もありました。懇談

会は１時間ほど続き、非常に活発な意見交換が

できたと感じています。

おおわわりりにに

５日間の海外視察を振り返ると、まず、今回

の視察団に参加させて頂き本当に勉強になった

と感じています。現在の業務の上ではほとんど

海外に関連が無く、個人的にもあまり海外など

には興味がなかったのですが、今回の視察団に

参加させて頂きいろいろなことを感じ、考える

ことのできた５日間であったと思います。

とくに、実際に現地に赴き、自分の目でみて

考えることの重要性を痛感しました。例えば今、

実際に何が問題になっていて、それに対し世の

中が今後どのような動きになるか。それに伴い

次に来る需要は何で、その需要をキャッチしビ

ジネスにつなげていくには何が必要か、などの

情報を的確につかむためには、アンテナをよく

張って情報収集に努め、必要な情報の選別能力

を養うことが必要なのだと自分なりに考えた次

第です。

ベトナムでは黒く濁ったサイゴン川や舗装の

されていない郊外の道路などを見ると、今後の

発展とともにインフラ整備が進んで行けばそこ

から派生するビジネスチャンスはかなり大きな

ものになるのではと素人の私ですら考えていた

ほどです。

当社にはここ数年、若い従業員も増えており、

ほとんどの方が業務やプライベートで諸外国に

行かれた経験もあると思います。今後も様々な

チャンスがあると思いますので、多くの人に私

と同様の貴重な体験をして頂きたいと感じてい

ます。

最後に、今回この様な貴重な体験をさせてい

ただいたことと、送り出して頂いたユニオン会

員の方々に心より感謝申し上げ、報告とさせて

頂きます。長時間ありがとうございました。

以 上

（文責：桂 健治）

Ⅱ．報 告

活発な意見交換

エメラルド寺院
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